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　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

3. あまり増えていない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

4. ほとんどない

1. 毎日ある

64
3. たまに

4. ほとんどできていない

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

3. たまにある

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求め
ていることをよく聴いており、信頼関係ができてい
る
（参考項目：9,10,19）

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

〒５３０－００４１　大阪市北区天神橋２丁目４番１７号　千代田第１ビル

特定非営利活動法人　市民生活総合サポートセンター

4. ほとんど掴んでいない

1  自己評価及び外部評価結果

2673000127

法人名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 それぞれの個性を尊重しながら、日々を楽しく過ごせるようなレクリエーション等にも力を入れ、生活の活性
化につなげる。

所在地

評価結果市町村受理日平成24年1月23日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

平成24年6月14日

訪問調査日 平成24年3月23日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
法人の第一号ホームとして開設し年月を重ね10年が経ち、利用者が重度化する中で、理念に沿ってホー
ムのあるべき姿の模索をしながら支援しています。広島出身の利用者と一緒に千羽鶴を折り、広島と長崎
に祈りの心を伝えたり、絵を描いた事のない利用者が絵の才能に気付くなど、其々の出来る事を見出だし
生きがいを持った暮らしを支援しています。地域の中で普通に暮らしていく事を大切にし、ボランティアによ
る絵や書道の教室を事業所内で定期的に行う等、利用者の楽しみに成っています。幼稚園児との交流で
は歌を聴かせて貰ったり一緒に遊ぶ等、幼い子どもの姿に利用者の表情は和んでいます。利用者の重度
化の中で、浴室の工事をして利用者が少しでも安心して、気持良く入浴が出来る共に、職員の入浴介助の
負担を最小限にするとなど工夫が重ねられています。

基本情報リンク先
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

・運営推進会の出席、また地域グループホーム連絡会
に参加し、リーダーを通しての連携がある。
・管理者参加による地域の会議を通し市町村との連携
の現状をその都度分かち合っている。地域とのつながり
をスタッフの視点の広がりとサービスの質の向上に結ん
でいる。

市職員の運営推進会議への出席で事業所の実
情を知って貰っています。利用者の重度化に伴い
機械浴への改修の相談を行うなど常に市とは協
力関係にあります。

・長岡京市から依頼でサポーター養成講座の講座派遣
や中央公民館の講座の関わりの中で認知症理解につ
いて、地域に発信する機会がある。乙訓障がい者事業
団の実習生の受け入れもしている。

・2ヶ月に一回運営推進会議が開催され、ユニットとして
の現状を報告させてもらい、その場で聞かせてもらう意
見や情報を大切に活かしている。重度化に伴う、ﾀｰﾐﾅﾙ
ｹｱを含めた今後の課題をご家族の方のお気持ち、様々
な視点を頂きながら利用者への還元を大切にしている。
・運営推進会議での検討内容がスタッフ一人ひとりのケ
アに十分生かされるように、議事録の閲覧または会議
にて報告している。

会議は、家族代表や市担当者、民生委員、住民
等多くの出席を得て隔月に開催しています。終末
期への対応の不安やクレームについてなど、活
発な意見交換がなされ、それぞれの意見は職員
間で検討し、個別に対応すると共に広報誌などに
記載し、報告をするようにしています。

「個人の尊厳を大切に」「画一性、押し付けの排除」「地
域社会との融合を図る」の理念を管理者と職員は共有
し、お一人おひとりの暮らしの継続を心がけている。取
組みとしては、年齢を重ねていかれる利用者を理解して
個性を尊重してくださる地域のボランティアの方々との
習字や絵画の会を、一人ひとりの楽しみを大切にしてい
る。展示会などへの出品する機会を作ってくださり、参
加することの喜びを感じて頂いておられる。また幼稚園
児の訪問などから地域の交流の温かい時間や、キャロ
リングや琴等音楽による楽しく癒される時間が提供され
ながら暮らしが支えられている。

理念に沿って利用者への細やかな支援や地域の
中で普通に暮らして行ける環境作りに努めていま
す。理念は職員の中に定着しており、利用者個々
の思いを優先した支援を展開しています。利用者
の重度化で今迄出来ていた事が出来難くなる中、
理念の見直しを課題としています。

・季節を味わえる作物や四季折々のお花を頂いたり、地
域のお祭りや行事（お餅つき）等の時も気軽に声をかけ
ていただき参加させて頂いている。また、近くの整形外
科の先生をはじめ看護師さんには医療従事者と患者の
関係以上に親身にアドバイスを頂き、利用者の日常や
職員の不安な気持ちを支えて頂いている。
・長岡京市文化行事、ガラシャ祭り等へ積極的に参加
し、楽しんでいる。幼稚園園児や中学生体験実習など、
お互いが存在を大切にする時間となっている。
・年に２回、秋の交流会と夏祭りには、恒例の催し物とし
て、食事会や出店も出し、近所の方との交流の機会に
なっている。

日々の散歩で地域の人と挨拶を交わし、時には
野菜や花を頂いています。祭りや餅つき、ガラ
シャ祭など地域行事にも参加し、幼稚園児との交
流会を利用者は心待ちにしています。地域ボラン
ティアによる絵や習字の会が行われ、利用者の
楽しみの一つとなっています。また、事業所主催
の交流会は地域の方の交流の場となる等、地域
の一員として根付いています。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

・会議体系として、ユニット会議の意見を、リーダ会議ま
た職場運営会議、管理者会議へと代表者へ意見をボト
ムアップ的に上げていく仕組みがある。
・年に２回の「職場運営会」では、スタッフと幹部との懇
談会の場が設けられている。
・個別懇談会も実施されている。

ユニット会議や個人面談、業務終了後等、管
理者は職員の意見や提案を聞く機会を持っ
ています。車椅子に乗ったままで計れる体重
計の購入提案があり、法人との検討の上、
実現するなど運営に反映しています。

・福利厚生として、職員にポイントが供給され、買物、旅
行等に使用している。ﾕﾆｯﾄ独自として時間外に、年に数
回の交流会を持っている。
・会議や面接でその課題意識をよりよい働き方になって
いるかを何よりも大切にしている。率直な問題意識が向
上心に向かい、同時に、資格習得への挑戦(ﾎｰﾑヘル
パー2級、介護福祉士等）へと励まし、そのための勤務
調整もお互いに協力している。

・この１年の新規利用者はない。利用当初は管理者が
入居希望の家族との出会いの中で、家族の不安や気持
ちを受け止め疑問に応えて、入所への意志を確認した
後、ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ、スタッフ同席のもと事前評価（アセスメ
ント）等の取り組み、そしてご本人のお試し入居等、安心
でき無理なく入所して頂ける関りを大切にしている。

・直接的な不満の言葉ではなくても、利用者が困ってい
ることや分かってほしい気持ちを本当に受け止め、運営
側に提言、反映につなげている。
・何よりも、ご家族との率直なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝができるように
努め、意見等に対してはできる限り迅速に応じることに
努めている。すぐに解決できない課題等、ご家族に運営
の考え方と対応の仕方をご理解していただきながら、安
心できる解決と創造に努めている。

年２回の家族会や交流会、来訪時や電話な
どで家族に要望や意向を聞いています。利
用者の衣類の紛失について等出された意見
については、全家族に手紙を作成し対策も
含めた報告を送るなど、運営に反映していま
す。

・スタッフは外部研修・自主研修を通して虐待防止法
等、認知症ケアについて学んでいる。
・自己覚知することを心がけると共に利用者の行動から
の思いを客観的に見つめる為に、お互い意見交換がで
きる場をつくる事から虐待防止をし続ける。

・実際に利用者本人が決定できない入院,今後の心配等
の課題や問題に向き合いながら親族のご事情等も含め
て、より良き解決のために権利擁護に関する日常生活
自立支援事業や成年後見人制度の認識を深めることに
努めている。

・身体拘束をしないのは原則としている。身体の低下に
伴う筋力の低下や歩行が不安定な方の移動に関して
は、車椅子を使用する事がある。脳梗塞の後遺症の重
度な状況のある方に関して、椅子よりも車椅子の方が
安定と安楽が保たれる状態となり、ご家族の同意のもと
日常的に車椅子での過ごし方となる。

ユニット毎に研修を行い職員の理解を深め、身体
拘束をしないケアの実践に取り組んでいます。言
葉の拘束についても、常に振り返り、気になった
対応があれば職員同士で注意をし合っています。
玄関の施錠は基本的には行わず、施錠の要望に
ついては家族と話し合い理解を深めています。
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

・来所時等にご家族の立場、思いを聞かせて頂き、受け
止め、支援されてこられた喜怒哀楽の歩みを聞かせて
もらい、また当所での現状の変化への対応等、一緒に
考えて頂き本人を共に支えていける信頼関係を築いて
いる。

・日常の中で相談を受けたときは、よく傾聴させてもら
い、要望や希望を踏まえ、安心につながるように努めて
いる。何よりも今までのご本人の趣味等、大切に継続さ
れるような支援に努めている。

・今までの体験や思い出等、生活の一こまの中に、特に
散歩や、入浴等の時を介在に、妻として、母として、働く
女性としての生き方等喜怒哀楽と共に、様々な角度か
ら学ばせていただき、お互いが支えあい、深まりあう関
係に努めている。一人の人間が人生の途上で認知症と
いう条件を抱えてはいても、同じ人間として共に学びあ
い支えあう大切な時と場である関係を深めていく。

・この１年の新規の利用はないが利用者の不安な気持
ち、何を求めているのかは常に傾聴するように心がけて
いる。また日々の生活の出来事を通して、居室で一人に
なる時間等を活用して、新しいスタッフとの信頼関係の
構築について努めている。

・面会来所時にどんな些細なことであっても聞かせても
らいながら、援助計画に反映できるように努めている。
認知障害の低下はご家族にとって認めがたい状況もあ
り、そのご家族の気持ちを傾聴させてもらい、より良きｹ
ｱを共に考えられる信頼関係を結べるように努めてい
る。

・職員の勤務体制の制約の中で、様々な研修の情報の
提供をもらいながら、職員の意志や希望を優先して研
修参加している。ユニット会議での毎月の自己研修・研
修の報告の分かち合い等で日常へのケアに生かすよう
に努めている。
・法人として、スタッフ研修・リーダー研修・管理者研修も
年２回づつ実施されている。

・京都府グループ協議会また乙訓地域グループホーム
連絡会に積極的に参加し、意見交換・情報の共有に努
めている。他事業所を含めた全社的な研修を通して、他
事業所の職員の方との交流や情報や智慧の交換の場
もある。
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

・朝のバイタルチェック、入浴時の身体変化のチェック等
を行いながら、その状況を非常勤看護師に伝え、何より
も身体機能の低下を防止できるように工夫をしている。
・歩行力、排尿、排便力を保てるように歩行時の歩き
方、ﾄｲﾚ誘導による排尿を促し、また生活の中では他者
のために役立ちたい気持ち、調理や後片付け手伝い、
好きなことに向かう集中力の保持等総合的に把握し、
日々活力に結べるように努めている。

・ひとりひとりの一日の体調、気分、培ってきた生活習
慣等違いが様々で、同時に全てを満足していただけるこ
とは難しいが、できる限り本人本位を大切に検討してい
る。食事準備、片付け掃除など、加齢や重度に伴いでき
にくくなった方も増える中で、公平さを訴える方もあり、
その気持を受け止めながら、スタッフはその方の根底に
ある思いを引き出しながら関わることに努めている。

契約時の面接などで利用者や家族から聞き
取った生活歴や思い、意向をフェースシート
に記入し、支援に反映しています。日々の関
わりの中でも思いを把握するように努めてい
ます。把握の困難な場合は、仕草や表情か
ら思いや意向を汲み取るよう努めています。

・センター方式の研修も踏まえ、家族やこれまで関わっ
てこられた方々からの情報提供を把握して、日々の出
会いの中で、過去のことを聞かせてもらい、その中で好
き嫌い、趣味、家族関係等これまでの暮らしを受け止め
理解させていただき、ご本人を知ることとケアに向かう
大切な情報となっている。

・生活環境の違い、考え方の違い、機能の低下の違い、
そうした違いに悪気なく反応されることが多く、時々トラ
ブルとなることがあるが、正邪、善悪で判断することな
く、お互いを受け止めあえるようにスタッフが介入しなが
ら、支えあうように配慮している。

・自立に向かい、2007年1月に退所された方は、近くのﾏ
ﾝｼｮﾝで家族の支えも受けて、一人暮らしを始めた。年月
が過ぎたが、家族との絆を深めつつ、夏祭りの行事や
今でも、顔を見せにきたり、スタッフとの出会いを大切に
している。また散歩時にも利用者との交流もある。

・可能な方は以前住んでおられた地域の集まりや自宅
に行ったり、年賀状等、時ある毎に友人知人にはがきを
書いたりする習慣を大切にしてもらっている。
・あまり外出されない方は、ご家族の力を借りながら外
出の機会を増やしたり、スタッフとともにスーパーや地域
の行事に出かけたりする。

地域の祭りや小学校の盆踊りに行ったり、毎
週送迎して教会に通う方もいます。友人が訪
ねて来られた際には、職員が間に入り楽し
い時を過ごせるよう支援しています。外食や
買い物などは、家族の協力を得て出掛けて
います。
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

・月2回看護師による訪問があり、日常の健康管理や受
診の判断及び医療の相談を受けている。

・現時点では、習字が好きな方が、地域の習字の先生
に習字を習ったり、絵の好きな方が絵を習ったり、地域
の高齢者のバンドの訪問等、地域のボランティア等に協
力を頂き充実した生活の支援につなげている。また、年
2回の避難訓練における消防との連携は安心安全への
協働となっている。

・基本的にはご本人・ご家族の希望のかかりつけ医の
受診体制が整備され、安心して受診してもらっている。
心身の現状の把握と今後に向けてのケア等につながれ
ている。

個々のかかりつけ医に往診をして貰ってい
ます。歯科や皮膚科は家族が受診支援する
ことが基本ですが、状況によっては職員が同
行することもあります。看護職員と介護士の
情報交換用ノートを使って、利用者の心身の
状態を共有していいます。

・日々、一人ひとりの様子やケアをｹｰｽ記録として残し
ている。その記録を元に、アセスメント、モニタリングをし
て記録に残しながら次なる援助計画に向かっている。記
録と同時に日々のひとりひとりの申し送りは職員のｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝと実践に結ぶものとなっている。
・ひとりの利用者を対象に、センター方式を活用した記
録を試行中である。上手く日々のケアに活かせるよう、
スタッフ全員で励んでいるところである。

・当所では、居宅支援事業所と訪問ｻｰﾋﾞｽがあり、ﾎｰﾑ
ﾍﾙﾊﾟｰ、ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰも在籍し、在宅での智慧、他施設
の智慧を教えてもらったりすることができる。利用者の
状況に伴い、歩行器、徘徊防止ｾﾝｻｰ等福祉器具の情
報提供、導入使用に繋げている。

ご家族の方にも現状をお伝えしながら、ご意見をお聞き
したり、月一回のﾕﾆｯﾄ会議におけるケアカンファレンス
によって、スタッフの意見やアイデアを確認し、それらを
援助計画に盛り込んでいくことを基本に作成している。
・援助計画は定期的にモニタリングを行い（必要時には
随時行い）、必要があれば再ｱｾｽﾒﾝﾄを行い、計画・援
助内容の見直し、次なる援助計画の作成に努めてい
る。特別な変化（入院等）の場合は、その時点で現状に
即した介護計画の作成に努めている。家族の意向、看
護師や主治医の視点をもらいながら、本人本位の計画
の作成に努めている。

利用者・家族の思いや意向を基に、職員の
意見、医療情報などを参考にして介護計画
を作成しています。毎月、全職員が参加する
カンファレンスで話し合いモニタリングを実施
しています。介護計画は、３ヶ月毎に見直し
を行い、状況の変化があれば随時に対応し
ています。
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

・何よりも利用者ひとりひとりの表現を受け止め、納得し
て次の行為に結べるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを大切にしている。例
えば一過性脳梗塞にて左半身麻痺となり歩行や左手を
使う事が困難である状況の方が、以前と同じように台所
の手伝いや、ご自分の食器を下げたいという思いを、
仰ってくださるときなどは、身体の今の状況をお伝えしな
がらも共に作業ができるように工夫をすることにて、一
つ一つを納得しながら生活していただける様に支援して
いる。

・災害マニュアルの確認と共に消防署の協力を得て避
難訓練を毎年２回実施している。利用者ひとりひとりの
状況に合わせて、スタッフが避難の順番等を確認してい
る。施設管理者が、地域に協力をはたらきかけている。

年２回昼夜想定の訓練を消防署の立ち合い
のもとで行い、職員が迅速に対応できる実践
力を身につけています。周辺の家に避難訓
練のお知らせをして、近隣の住民の参加して
もらい協力を得ています。

ひとりひとりの誇りやプライバシーを大切にした言葉遣
いや対応を心がけている。おひとりの言葉や動作の中
にその方の人生の歴史が刻まれている。それらの重さ
を大切にしたいと願い、傾聴し、その方の理解につなげ
ている。その方の存在の肯定を何よりも大切にしてい
る。

接遇やプライバシーの法人研修は毎年行わ
れ、言葉づかいは年長者に対して尊重する
言葉がけになるように努めています。不適切
な対応があれば、互いに注意をし合っていま
す。排泄や入浴の声かけにはまわりに配慮
し誘導するように努めています。

・ドクターの指示とご家族の意思確認により、たターミナ
ルケアを実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　・ご家族の
方の今後の考え等を聞かせて頂きながら、必要な方に
は文書でターミナル時の対応を確認している。医療の助
力や支えをもって、人生の結びの時を最後までその方
の尊厳を大切にできるケアを模索している。

ターミナルケアの指針を基に契約時に、家
族・利用者と話し合っています。又状況や必
要に応じて、家族や医師と事業所で話し合
いを重ねています。家族会や運営推進会議
の中でも、事業所の出来る事や出来ない事
等を説明し家族の不安に対応しています。

・緊急ﾏﾆｭｱﾙを常時ｽﾀｯﾌﾙｰﾑに掲げてあり、職員同士
で確認している。また、他ﾕﾆｯﾄの方で緊急事態発生時
の様子も朝礼等で共有してもらい応急手当、初期対応
への自覚が日常的にも深められるようにしている。救命
講習も受けるよう努めている。

・入院された利用者さんには、退院後の生活がよりス
ムーズになっていただけるように、お見舞いに時々行っ
ている。基本的にはグループホーム職員は第三者扱い
となり個人情報の関係で、情報をいただけないため、ご
家族と連携し、ソーシャルワーカー・看護師等と密に連
絡を取り、現状を確認し退院後のケアを含めて情報の
交換をする。
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

・尿意・便意の訴えがあればすぐにトイレに案内し、ス
ムーズな排泄につなげている。訴えの無い方は、ひとり
ひとりのしぐさの観察や排泄パターンに応じたトイレの
声かけを行い、トイレでの排泄が行えるように支援して
いる。

「おむつは使わずに」という方針は、重度化
の中で理想通りには行かない時もあるがトイ
レでの排泄を大切にと考えています。退院後
の支援で紙パンツや布パンツで過ごせるま
で改善された方も居られます。

・栄養管理については栄養士がサポートしている。お一
人おひとりの状態や体調による個人差を鑑みながら毎
回の食事量を記録し、習慣、好み等も考慮して、必要な
方には刻んだり、ミキサーにかけたり等の工夫もして食
べ易く、バランスもよい状態で食してもらえるように支援
している。適切な運動量の確保による相互作用を心が
けている。

・嚥下時にむせ込みのある方等は、毎食後の口腔ケア
により口腔内の清潔を保持している。また、口腔ケア時
に義歯の状態を見守り、必要に応じて受診につなげて
いる。自分で歯磨きをされる方は、声かけ・見守りをする
ことで、磨き忘れがないように支援している。
・歯科衛生士の訪問による口腔ケアを依頼されている
方もいる。

・自己決定できる方は、外出時、来客時、お稽古時等に
は化粧、服装の整えをしてその時と場を大切にしてい
る。月一回は美容師さんが訪問してくださり、その方に
似合ったカット、顔そり等をしてもらっている。
・起床時、入浴時には身だしなみ、服装等一緒に整えて
いる。

・昼食作り、夕食作り、時間になると、必ず台所に来る
方、｢何か手伝いましようか」とおっしゃってくださったり、
器用に平等に盛り付けをして下さったり、何よりも安全
に配慮しながら無理のないように、休憩時間を取り入れ
ながら行っている。後片付けも自主的にされ「しんどく
なったら変わってくださいっていいますからご心配なく」
等、コミュニケーションも多くなることにより、食事時は楽
しみな時間になっている。

畑で採れた物や頂き物の新鮮な野菜を使い
季節を感じながら職員と共に食事を楽しんで
います。刻んだり皮むき等準備から盛り付
け、片づけ迄を利用者と一緒に行っていま
す。月１回ファミリーレストランや回転ずしな
ど外食を楽しみ、弁当を取って花見に持って
行ったりもしています。

・｢今日は何をしてくださるんですか。」「今日は歌を歌い
たいです」「百人一首をしたい」｢家に帰らにゃあいか
ん。」お一人おひとりの思いとことば、自由に動けなくて
何をしたらよいかわからないと訴える方、あまり皆と合
わせるのは苦手の方、気持ちと現実の隔たりがありつ
つも、何よりも安心できる居場所を求めておられるひとり
ひとりの思いと安全を願い、日々の流れを生活の中心
におき、無理なく形に結んでいけるように支援に努めて
いる。ｹﾞｰﾑをしている方もいれば、その場にいながら新
聞を読む方、また入室してごろ寝をしたりする方、安心し
てそれらができる環境の創造を大切に支援し、見守らせ
て頂いている。
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

・ひとりひとりの持病と服薬の目的、副作用等を理解し
て職員が管理を行っている。
・短期に服用する風邪薬等は、改善等症状を見ながら、
かかりつけ医の指示を確認し服薬。
・投薬の間違い等がないように、処方箋管理表及び服
薬管理表の徹底記入をしている。

・編み物、習字、合唱をしていた方、主婦としての台所
仕事、片付け等、日々の生活の中に取り入れている。
歌が好きな方は歌ビデオに集中し、手拍子をたたきな
がら歌ったりして集中、充実した時間をすごしている。台
所仕事は年齢を重ねても張り合いのある仕事となって
いる。
・一人での外出が困難な方が多く、室内での生活が中
心になりがちであるが、気候に応じて、近回りの散歩、ﾄﾞ
ﾗｲﾌﾞ、ｶﾞｰﾃﾞﾝﾃｨﾀｲﾑやﾗﾝﾁの時間等、外気に触れる喜
びと共に気分の転換を図っている。

・時間や順番などのきまりはなく、毎日が入浴可能日に
なっている。入りたい時に入れるように、一回一回一人
ひとりの気持ちを大切にしている。
・排泄状況、体調への配慮をしながら、身体の清潔保
持、心身のﾘﾌﾚｯｼｭを大切にしている。入浴時は　羞恥
心への配慮をしながら利用者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝにより、お
互いの気持ちの交換を楽しむ時となっている。

毎朝のシャンプーや入浴、夕食後ゆっくり入
る方となど、其々の好みと希望に応じた入浴
の支援を行っています。拒否される方は対応
の仕方や職員を変え入浴に繋げています。
季節の柚子湯や菖蒲湯で楽しみ、心身のリ
フレッシュを大切にしています。

・季節により体調が異なる方、冬場は咳がでやすい方、
乾燥肌にてかゆみの訴えがある方など個々に室温湿度
の工夫を行い、日中の休息のﾘｽﾞﾑをとってもらう等の支
援も大切にしている。
・夜間歩行不安定な方は転倒防止のためにﾅｰｽｺｰﾙ
や、徘徊防止ｾﾝｻｰ等使用し、トイレ時の見守りを徹底し
て安全を確保しながら安眠につないでいる。

・高齢化と共に自力排便の困難な方も増えて、かかりつ
け医より緩下剤使用の方も多くなっている。その個別の
状態をみながら、水分の摂取、繊維の多い食べ物の提
供等の工夫をしている。また適度に身体を動かす等に
より便秘を予防している。緩下剤服用によりすっきりとし
た排便になる方もあり、その方に応じた便秘の予防と対
応を工夫している。
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

・居間のテーブルの配置を変えたり、食事の時以外は、
利用者がその都度自由に好きな席に座って好きなこと
をしたり、また何人かが集まってゲーム、合唱等したりし
ている。同じ空間にいながらもそれぞれがしたいことをし
ていても違和感がなく、穏やかで落ち着く空間と、元気
で明るい空間を皆さんが作り出しておられる。疲れた時
等、自分の体調や気分も大切にされて、一人になりたい
ときは居室でゆっくりとされている。ひとりひひとりのこう
した居場所を大切にして頂くために、職員は常に見守り
と関わりへの配慮をしている。

携帯電話を持ち、家族とよく電話で話されている方もお
られる。ご家族や友人に年賀状、日常的にもはがきを
書きたいと、はがきの購入、投函等見守っている。ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝをはかり、その方の習慣を大切にしている。

・1Fは玄関とつながっており、玄関内の棚には季節の花
が生けられ、置かれたソファーに腰をかけてゆったりと
できたり、外来者に親しく接する機会も多くあり、自由な
行き来は、家庭的な空気をかもし出している。
・居間・兼食堂はスペース的には狭さを感じることがある
が、テーブルの配置を工夫したり等、共有空間に暖かさ
と居心地のよさを感じさせている。
・大きな浴槽は、ゆったりと入浴を楽しむことができ、介
助を通して、利用者と親しくコミュニケーションをとること
のできる場となっている。

窓が大きく明るいリビングには、空気清浄機
を設置したり、空調で温度調節を行い、寛げ
る空間作りをして快適に過ごせるようにして
います。フロアの共有スペースは利用者と共
に作った水墨画や書道や絵の作品が各フロ
アに展示されています。

・天候のよい日は毎日朝の散歩を希望、近回りの散歩
を実施支援している。花のみずやり、近くのお店への買
物、郵便局へ手紙の投函、その日その日の希望で戸外
での活動も大切にしている。庭のﾃｰﾌﾞﾙでゆっくりとくつ
ろぎながらお茶の時間も持つように努めている。
・季節に応じて、近くの神社への花見(初詣、梅、桜、紅
葉）、ｺｽﾓｽ畑への散歩、ﾄﾞﾗｲﾌﾞでは四季折々の景色を
楽しんでいる。
・家族の協力もいただき、外出してお食事に行く方もお
られる。

毎朝、農協や近くの神社、周辺のコスモス畑
に車椅子の人も一緒に散歩に行っていま
す。近くの店で買い物や郵便局に手紙の投
函に行っています。家族の協力を得て外食
に行く事も多々あり、季節のドライブでは四
季折々の景色も楽しんでもらっています。

・お金の個人管理は紛失等の恐れがあり、必要に応じ
て管理のもと出金している。買い物時は、一人での支払
いが無理な場合方が多くなり職員がかわりに手伝って
いる。
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長岡京ケアハートガーデン　グループホーム西山の郷（たけ）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

・もともと｢会社の寮」を改修した建物内部であるが、でき
る限り安全で自立した生活が送れるように工夫はされて
いる。利用者も満足されているが、入り口における両手
摺の設置など、安全保持への配慮をその都度追加して
いる。改築後の10年経過していることによる修理や重度
化による設備の工夫が要請されてきている。
・開所依頼10年近くお住まいになっておられる方にとっ
ては、居間・台所や洗面所と様々な空間が、ご自分の
記憶の中での最大の馴染みとして安心できる場所に
なっていると思われる。「もう帰るわ」と言われ一旦は出
て行かれるも（スタッフと共に）くるりと一周して施設の玄
関お見てほっとした様子を浮かべられる。また「おかえ
り」の声に穏やかな表情にてお茶を飲まれる様子も見ら
れることより、安心できる場所になっていると思われる。
刻まれた歴史の中での、知っている、分かっている自分
の場所に、建物と共に職員との気持ちの交流から、こと
ばの理解はできにくくなっていても、見覚えがあるもの
や手続き記憶を大切に混乱しないようにこころがけてい
る。

・畳の上にふとんを敷いて就寝することを生活習慣にし
てこられた方は、その習慣を大切にしている。家具等
は、今まで使用してきたものや家族と相談し、自分の好
みの座椅子を使用したりしている。またお花を好きな方
は、植木鉢等も置いたりとそれぞれの好みと工夫を大
切に生活の場を作り上げている。

居室はベッドや布団など、其々の生活習慣
に合わせて対応し、居室の広さも選んでも
らっています。今迄使っていた、三面鏡や冷
蔵庫、テレビ、自身で作ったカレンダー、ひな
飾り、仏壇等を持参し、自宅に近い雰囲気作
りに配慮し居心地良く過せるよう支援してい
ます。
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